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私が人々に伝 えたいメッセージと証は次の事柄です。

イエス･キ リス トは,希 望 と確信 をもたらし,世 に打ち

勝つ力 と人 の欠点をしの ぐ力を与 えて くださる唯一のお

方です。そ してその恩恵にあずかるには,主 を信 じ,主

の律法 と教 えに従 って生活 しなければな りません。

では,な ぜイエス･キ リス トを信 じるので しょうか。

イエス･キ リス トは昔 も今 も｢全 能の主｣(モ ーサヤ

3:5)で す。イエスは生まれる前か ら選 ばれたお方で

す。天地 を造 られた力あるお方です。すべてのものに命

と光を与 えられ るお方です。

主のみ言葉は律法であり,そ れによって宇宙の万物が

統治されています。主の創造物はすべて,主 の無限の力

に支配 されているのです。

イエス･キ リス トは神の御子です。

イエスは定められた時に,天 父 を父 としてその神性を

失うことな くこの地上に来 られ ました。ですか ら,こ の

世の母から受け継いだ人間の特質 と,永 遠の御父から受

け継いだ神の特質 と力 とを兼ね備えてお られました。

イエスはその比類 ない特質により,｢肉 体にお ける神

の独 り子｣と い う誉れある称号を受 けられました。そし

て神の御子 として,こ れ までだれひ とり持ったことのな

い力 と英知 を受け継がれました。文字 どお りインマヌエ

ル,す なわち神が共にお られ るお方でした。(マタイ1:

23参照)

イエスは神の御子 として地上に送 られ ましたが,父 な
かんなん

る神の計画 に従って,こ の世のあらゆる苦難 と銀難 を受

けなければな りませんで した¢主は｢誘 惑 を受け……飢

えと渇 きと疲労 とを経験｣(モ ーサヤ3:7)さ れること

になったのです。

天父のすべての子供たちの腰 い主 としての資格を得 る

には,神 のあらゆる律法に完全に従わなければなりませ

んでした。イエスは天父のみこころにみずから従 うこと

め ぐみ まつた

によ り,｢恩 恵 に恩恵 を加 え られ｣,つ いに神 の力 の｢完
ふた お

きを受 け｣ら れ ま した。す なわ ち,｢天 地 両 っなが らに於

けるあ らゆる権 能 を受 け｣ら れ た ので す。(教 義 と聖約

93=13,17)

私 た ちが神 の御子 としてあが め るお方 につ いて これ ら
いや

の真理 を知れ ば,主 が病人 を癒 し,あ らゆる病気を治し,

死人を生き返 らせ,'自 然にまで命令 を下す力を持 ってお

られた理由が,容 易 に理解できます。イエスに追い出さ

れた悪霊でさえ,イ エスに従 い,イ エスが神の御子であ

ることを認めました。

イエスは偉大な立法者 として,天 父のすべての子供た

ちが祝福 を受 けられ るように,律 法 と戒めを与えられま

した。確かに主の律法 は,か つてイスラエルの家 と交わ

されたすべての誓約を成就 していました。イエスは次の

ように言っておられ ます。･
お き て

｢見 よ
,わ れ は律法 に して また光 な り。われ にすが りて
た しか なんじ

終 りまで堪 え忍 べ。然 すれ ぼ汝 らは必 ず生 く。終 りまで

忍 ぶ者 にわれ は永 遠 の生命 を与 うれば な り。｣(IIIニ ー フ

ァイ15:9)

イ エ スの律法 が要求 した ことは,い か な る生 活 を営 む

人 も,悔 い改 めて主 のみ名 に よ りバ プテ スマ を受 け,罪 ゴ

を洗 い清 め る力 として聖霊 を受 ける こ とで した。 この律

法 に従 えば,裁 きの 日に主 の前 に罪 な き人 として立 つ こ

とがで きます。 その よ うな人 々 は堅 固な土台 の上 に家 を

建 て た人 に似 てい ます。｢地 獄 の門 は これ らの者 に勝 つ

ことを得 ず｣(IIIニ ー フ ァイ11:39)と 記 されて いる とお

りです。

私 た ちは主 を｢救 い の岩｣(IIニ ー フ ァイ4:30)と し

てほめ たた えます 。

私 た ちのた めにイエ スが して くださった ことを理解 し,

感 謝 の心 を持 つ に は,以 下 の大切 な真理 を思 い起 こす必

要 があ ります。

聖 そ註…の 弓首/lqq∩ 珀巳1?日 異
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主を信じる信仰とは,

たとえずべてのことを

理解していなくても,

主がすべてこ存 じであると

信 じることです。

ですから私たちは次の主の

勧告に

従わなければな りません。

｢何を念うとも,

念々われを晃るべし。

疑うなかれ,

おそるるなかれ。』

(教義と聖約6=36)

の事 を捨 てて正 しい優 先順位 を定 め る ことがで きるか示

して くだ さい ま した。

また私 たち を愛 して お られ るので,ど うした らつ ま ら

ない欠点 を克服 して,周 囲の人々 に愛 を表 わす こ とが で

きるか教 えて くだ さい ま した。

イエ ス は命 のパ ン(ヨ ハ ネ6:35参 照)で す。

断食 と祈 りと奉 仕 に よって,｢人 はパ ンだ けで生 きる

ものではな く｣(マ タイ4:4),神 の み言葉 に よって養

われ なけれ ばな らない と教 え られ ました。

イエス は｢罪 は犯 されなか ったが,す べて の こ とにつ

い て,わ た したち と同 じ ように試 錬 に会 われ｣(ヘ ブ ル

4:15)ま した。で すか ら,｢試 錬 の中 にあ る者 たち を助

ける ことがで き｣た(ヘ ブル2:18)の で す。

イ エス は,｢平 和 の君｣で あ り,大 い なる慰 め主 です。

イ エス は,悲 しみや罪 で刺 し貫 かれ て張 り裂 けん ばか

りの心 を慰 める力 を持 ってお られ ます。人 の力 で は得 ら

れ ない特別 な平安 を もた らして くだ さい ます。 イエ スは

次 のよ うに言 われ ました。

｢わ た しは平 安 をあ なたが た に残 して行 く
。 わ た しの

平安 をあなが たに与 える。わ た しが与 えるのは,世 が与

える ような もの とは異 な る。 あな たが た は心 を騒 がせ る

な,ま たお じけ るな。｣(ヨ ハ ネ14:27)

イ エ ス は良 い羊 飼 い(ヨ ハ ネ10:11参 照)で あ られ ます。

イエス は神が お持 ちの神 聖 な属 性 をすべ て備 えて お ら

れ ます。徳 高 く,忍 耐強 く,親 切 で,堅 忍,柔 和,温 情,

愛 にあふれ たお方です。 私 たちが弱 くこれ らの特質 に欠

けてい るな らば,イ エ ス はい っ まで も私 た ちを強 め,そ

の欠点 を補 って ください ます。

イエス は霊妙 な る議士(イ ザ ヤ9:6参 照)で あ られ ま

す。

苦痛,無 力,不 完全,精 神 的な欠陥,罪 な ど,主 は人

間 の陥 るあ らゆ る状態 を理解 し,一 人一人 に愛 の手 を差

し伸べて くださいます。!､

イエスは,今 日で もこう言ってお られます。｢すべて重

荷 を負 うて苦労 している者は,わ たしの もとにきなさい。

､あ なたがたを休 ませてあげよう。｣(マ タイ11:28)

イエスは私たちの助 け主,仲 保者,裁 き主であられま

す。

イエスは神ですが ら,正 義 と憐れみを備 えた,完 全に

公平なお方です。ですか ら私たちを弁護すると同時に,

私たちを裁いてその行 く末 を定めることができるのです。

主を信 じる信仰 とは,イ エスが生 きておられることを,

単に認めるだけのことではあ りません。それは信仰 を告

白する以上のことなのです。 ㌧

イエス･キ リス トを信 じる信仰は,主 を完全に信頼す

ることから成 り立っています。主は神 として,無 限の力

と知恵 と愛を備 えておられます。人間の問題で主 に解決

できない ものはひ とつ もあ りません。イエスは｢一 切 こ

れ らのものの下 に身 を落 した｣(教 義 と聖約122:8)の

で,ど うしたら私たちが日常の問題 を乗 り越 えることが

できるのか,知 っておられるのです。

主を信 じる信仰 とは,た とえすべてのことを理解 して

いなくても,主 がすべてご存 じであると信 じることです。

ですから私たちは次の主の勧告に従わなければなりませ
おも ねんねん

ん。｢何 を念 うとも,念 々われ を見るべし。疑 うなかれ1

おそるるなかれ。｣(教 義 と聖約6:36)

主を信 じる信仰 とは,主 がすべての国 と民を治める力

を持ってお られると信 じることです。イエスはあらゆる

悪を阻む力を持 っておられます。万物は主のみ手の中に

あります。 この地球 は主の正当な所有地です。それにも

かかわらず,そ こに悪が入 ることを許 しておられるのは,

私たちが善悪の区別 を見極めることがで きるようにする

ためです。

イエスの福音 は,人 間のあらゆる問題や社会の病癖 を

国
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かんぺき しよほうせん

治す完壁 な処方箋 です。

しか しそれ は生活 の 中で応用 されて初 めて効果 を表 わ

す ものです。です か ら,私 た ちは｢キ リス トの言葉 を よ

く味わ｣う 必要が あ ります。｢そ れ はキ リス トの言葉 は,

あ なたたちの しな くて はな らない こ とをみ な教 える｣か

ら(IIニ ー フ ァイ32:3)で す 。

主 の教 えを実行 しない限 り,信 仰 を示 してい るこ とに

はな りませ ん。

｢心 をつ くし
,精 神 をつ ぐし,思 い をつ くして,主 な る

あなたの神 を愛 せ よ。 …… 自分 を愛す るよ うに あなたの

隣 り人 を愛せ よ。｣(マ タイ22:37,39)こ の 教 え にす べて

の人 が従 った ら,世 の中 は どれほ ど変 わ る ことで し ょう

か。

今 日,個 人 や地 域社会 や 国が様々 な問題 に直 面 し,窮

地 に陥 ってい ます。 で は｢ど うした らよいのですか｣と

い う質 問 に何 と答 えれ ばよいで し ょうか。 イエ スは簡 単

な処 方箋 を与 えて お られ ます。

｢神 を信 ぜ よ
,神 が ま します こ とと,神 が天地 の問 の万

物 を造 りた もうた ことと,天 で も地 で も全知 全能 であ る

こととを信ぜ よ。 また,人 間 は主 の悟 りた もうこ とをこ

とご とくは悟 れ ない ことを信 ぜ よ。

重ねて言 う。お前 た ちはその罪 を悔 い改 め その罪 を捨

てて神 の前 にへ りくだ らな くて はな らない こ とを信 じ,
ゆる

神がお前たちを赦 した もうように真心か ら祈れ。 もしも
つつし

これらをみな信ず るならば謹んで実行せ よ。｣(モ ーサヤ

4:910)

私たち教会員は,｢か つてこの地上 を歩 まれた唯一完

全なお方,罪 のない人 の子イエスを理想 とする義務があ

ります。

気高さの最高の模範

神のような属性

完全な愛

贋 い主

救 い主

永遠 な る父 の汚れ な き御子

光 で あ り,命 で あ り,道 で あ るお 方。｣(デ ビ ッ ド･

0･マ ッ ケイ｢イ ンプル ーブ メン ト･エ ラ｣1951年6月

号,p.478)

私 は全 身全 霊 を込め て,イ エ スを愛 してい ます。

私 はへ り くだ って証 し ます。 イエ スは今 で も,パ レス

チ ナの ほこ りだ らけの道 を歩 まれ た時 と同 じ ように,愛
しもべ

と恵 み に満 ちた主 です。 そ して地上 の僕 た ち と親 し く交

わ ってお られ ます。 私 たち一 人一人 の ことを心 にか け,

愛 してお られ ます。 これ は確 か な こ とです。

イエス は主 と して,救 い主 として,腰 い主 として,ま

た神 として,今 日 も生 きてお られ ます。

神 の祝福 があ って,私 たちが イエ スを信 じ,受 け入れ,

敬 い,完 全 に信頼 し,イ エス に従 う ことがで きるように,

へ り くだ りお祈 りします 。

ホー ム テ ィーチ ャーへの提案

1.私 たちの宗教 の根本 となる原則 は,主 イエス･キ リ

ス トを信 じる信 仰 であ る。

2.主 を信 じる人 は,勇 気 と希望 を持 って将来 を楽観 的

に見 つめ る ことが で きる。

3.イ エ ス は創造 主で あ り,ま た,聖 な る力 を持 ちた も

う神 の御 子,た ぐいな き贋 い主,復 活 の主,す べて

の ことにお ける偉大 な模範,慰 め主,霊 妙 なる議 士,

助 け主,仲 保 者,裁 き主 であ るがゆ えに,私 たちに

力 と確 信 とを与 えて くださ る。

4.主 を信 じる信仰 とは,主 を完全 に信 頼 す るこ とで あ

る。 主 の力,知 恵,愛 に全 幅 の信頼 を置 くので ある。

5.主 の福 音 は,生 活 の中で応 用 されて初 めて効 果 を表

わす。
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ニコルは,事 故の時から手術;を受け

る直前までぬいぐるみ;をしっかり抱､

いて離しませんでした。このぬいぐ

るみの子ぐまは,痛 みや恐怖の中に

ある子供たちにとってまさに救い手

となっています。

黛

前 にした とき,ど んなに怖が るかを知

っていたステーキ部 の若い女性 たちは,

子 供たちの痛みが紛れるような ものを

贈 ろうと決 めました。｢抱 きしめた り,

かわいがった りできるものをプレゼン

トで きたらと思ったのです｣と アダム

ス姉妹 は言っています。

その結果ステーキ部の若い女性の集

会で生地 を切 った り,縫 った り,綿 を

詰 めた りとい う作業が始め られ,200

個以 上 もの手作 りのぬい ぐるみが作 ら

れました。

ビーハ イブクラスのロー リー･エ ル

ス ワー ス姉妹 は こう言 って い ます。

｢最初 は慣れるまで大変で したが ,自分

が作 った もので,子 供たちの痛みが紛

れ ると思 うとや りがいがあ りました。｣

夕方 には早 くも90個 ものぬい ぐるみ

ができあが りました。若い女性たちは,

作 りかけのぬい ぐるみをそれぞれ家に

持ち帰 って完成させ ました。

身長20セ ンチのぬい ぐるみを作 るた

めに,ス テーキ部 の会員がはぎれを寄

付 して くれ ました。 また中に詰める綿

を寄付 して くれた人 もいました。

警察署 には100個 の ぬい ぐるみが寄

付 され ました。残 りの100個 は地元の

病院に寄付 されてクリスマスツ リーに

つ り下げられ,子 供たちはひ とつずつ

自分の気 に入 つた もの を選ぶ ことがで

きました。

救急隊員が10歳 以下の子供の救助 に

あたるときは,必 ずこのぬい ぐるみを

あげるようにします。それは今で は,

警察署の方針にまでなっているのです。

シンプソン署長 はこのように語 りま

す。｢隊員は2,3回 ぬい ぐるみをあげ

ると,そ れが子供 を落 ち着かせるのに

とて も効果 のあることがわか りました。

今では救急隊員 も警察官 も,子 供 を扱

うときには,こ のぬい ぐるみをいつ も

恥 仕!パ 暫/lm〔 仁rり 口 旦

頼 りにしています。｣

しか し,ぬ い ぐるみをもらうのは子

供だけではあ りません。発作で苦 しむ

80歳 のおばあさんにあげた こともあ り

ます。｢彼 女を落ち着かせるには,こ れ

しかあ りませんでした｣と シンプソン

署長 は言 ってい ます。｢彼 女 はぬい ぐ

るみ をしっか り抱 きしめて離 しません

でした。｣

飛行救急隊員で もあるシンプソン署

長 は,子 供たちにとってぬいぐるみが

どんなに大 きな慰めになるものかを,

自分 の経験 を通 してよ く知 っています。

12歳 になるニ コル･ワ レスは,ヘ リコ

プターである病院か ら別の病院へ運 ば

れ ることになりました。 自動車事故で
じんぞう

腎臓 と肝臓 に傷害 を受 け,内 出血がひ

どかったからです。 しか し,ヘ リコプ

ターで病院か ら病院へ移 る間,彼 女は

片時 もぬい ぐるみを離 そうとはしませ

んで した。 そして手術 を受ける直前 ま

でずっと抱 いていたのです。

事故 についてニコルはこのように言

っています。｢車 がひど く壊れて,救 急

隊の人が後ろの座席 を取 りはず して,

窓 か ら出して くれるまで動 くこともで

きませんで した。救急車 に運び込 まれ

ると,こ のかわいいぬい ぐるみをもら

ったのです。｣彼 女 は続 けて言 ってい

ます。｢そ れですっか り怖 くな くな り

ました。 ぬい ぐるみを抱 きしめると,

も うそんなに痛みを感 じな くな りまし

た。病院では,い つ もベ ッ ドで一緒 に

いたんです。｣

ビーハ イブクラスのジェニ ファー･

テクマイヤー姉妹は次の ように言って

います。｢救 急車 で運 ばれ る子供 たち

に何かをしてあげられるのはとても良

いことだ と思いました。 しか し本当に

大切 なことは,私 たちの愛 を伝 えるこ

とができた とい うことです。｣□
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羊飼いたちは｢来 て見る｣よ うに招か

れたのです。彼らはイエスの誕生を実
ま

際に目の当たりにし,恐 れおののき,

証し,そ して歓喜の声;をあげました。

平和の君を見たからです。

は,今 も当時 も変わ りません。 イエス

を知 りたいと思 う人 は,来 て見 な くて

はな らないのです。

｢来 る｣と い う言葉 には
,あ る方向へ

動.く,近 くに寄 る,あ るいは接近する

という意味があ ります。｢見 る｣と い う

言葉 には,目 で知覚 する,ま たはあ る

ことについて知識,認 識 を得 る,と い

う意味があ ります。

ルカによる福音書には,次 のように

書かれています。
うい ご

｢〔マ リヤは〕初子 を産 み
,布 にくるん

かい ば

で,飼 葉 おけの中に寝かせた。客間には

彼 らのい る余地 がなかったか らである。

さて,こ の地方で羊飼たちが夜,野

宿 しなが ら羊の群れの番 をしていた。
みつかい

す ると主の御使が現れ,主 の栄光が

彼 らをめぐり照 したので,彼 らは非常

に恐れた。

御使 は言った,『 恐れるな。見 よ,す

べての民 に与 えられ る大 きな喜びを,

あ なたがたに伝える。

きょ.うダ ビデの町 に,あ なたがたの
すくいぬし

ために救 主がお生れになった。このか

たこそ主 なるキリス トである。

あなたがたは,幼 な子が布 に くるま

って飼葉おけの中に寝か してあるのを

見る.であろう。それが,あ なたがたに

与えられるしるしである。』

するとたちまち,お びただ しい天 の

軍勢が現れ,御 使 と一緒 になって神 を

さんびして言った,

『い と高 きところでは,神 に栄光が

あるように,地 の上で は,み 心 にかな

う人々に平和 があるように。』

且口仕!パ 砦/mn∩ 仕1り 口 旦

御使 たちが彼 らを離れて天に帰 った

とき,羊 飼たちは 『さあ,ベ ツレヘム

へ行 って,主 がお知 らせ下 さったその

出来事を見て こようではないか』 と,
たがい

互に語 り合 った。｣(ル カ2:7-15)

羊飼 いたちは,｢来 て見 る｣よ うに招

かれたのです。彼 らはイエスの誕生 を

実際に目の当た りにし,恐 れおののき,

証 し,そ して歓喜の声 をあげました。

平和 の君イエスが布に くるまって飼い

葉おけの中に寝 かしてあるのを見たか

らです。

｢イ エスがヘ ロデ王の代 に
,ユ ダヤ

のベツレヘムでお生れになった とき.,

見 よ,東 か らきた博士たちがエルサレ

ムに着いて言った,『 ユダヤ人の王 と

してお生れになったかたは,ど こにお

られ ますか。わたしたちは東の方でそ

の星を見たので,そ のかたを拝みにき

ました。』｣(マ タイ2:1-2)

全世 界の人々に私たちはへ りくだ り

宣言 します。｢主 炉 ここにお られ ます。

来て見 て ください。｣

このク リスマスの季節に,私 は｢来

て見 る決意をす る｣こ とについて話 を

し,贈 り物に代 えたい と思います。

次のようなことを口にしたが る人が

います。｢私 はもうだめです。｣｢こ の環

境で は無理 です。｣｢だ れ も構 って くれ

ません。｣

最近 のことですが,あ る青年が,大

きな苦難 と深い絶望 の中で次のように

話 してい ました。｢ほ かの人 たちは勝

手にクリスマスを楽 しめばいいんだ。

で も,ぼ くは違 う。ぼ くには無駄 なこと





だし,も う何 をして も手遅れ なんだ。｣

私 たちはひ とりで自分 の殻 に閉 じこ

もって,文 句を言 うこともで きれば,

自分で自分の悲 しみをさらに大 き くす

ることもできます。また自己を哀れみ,

教 会や周囲の人々の欠点を探 すことも

できます。そして孤立 し敵意に満ちた

人間になることもで きるのです。

あるいはまた,来 て見ることもで き

ます。来て見て,そ して知 ることもで

きるのです。

このクリスマスの季節に,ま た,ク

リスマスが終わった後で も常 に考 えて

ほしい ことがいくつかあります。

独 りよが り.や,独 善,偽 善,相 手を

見下す高慢,こ のような態度 はた とえ

わずかであっても避 けなけれぼな りま

せん。職場の同僚 や教会員ではない人

が,私 たちの望 ましくない振 る舞いに

よって,次 のような質問を投げかける

ことが よくあ ります。｢こ の学校か ら

どんな良いものが出るとい うので しょ

うか。 この町からどんな良い ものが出

るというので しょうか。.この周辺か ら

どんな良いものが出るというので しょ

うか。.このワー ド部か らどんな良い も

のが出るとい うのでしょうか。 この家

からどんな良い ものが出る というので

しょうか。｣

このよち な質問 に対 して私たちはこ

う答 えな くてはな りませ ん。｢来 て見

なさい。来 て私たちのことを知って く

ださい。｣

時 として,私 たちは次の真理を忘れ

ることがあ ります。｢わ れ らは……す

べての人に善 を行 うべきを信ず。｣(信

仰箇条第13条)私 たちは隣人 に対 して

どれほ ど親切な態度で接 しているで し

ょうか。教会員ではない人に対 しては

どうでしょうか。学校で はどうで しょ

うか。2番 目に大切な戒めは,｢自 分 を

愛 す るようにあなたの隣 り人 を愛 せ

よ｣(マ ルコ12:31)で す。 これ は今 日

も変わることはあ りませ ん。

ほかの人を受 け入れるためには,愛

の原則に従わなければな りませ ん。私

の隣 り人 とはだれを指すので しょうか。

イエスは,有 名 な良 きサマリヤ人のた

とえ話の中で,こ の ことについて教 え

てお られます。(ル カ10:29-37参 照)

今 日の良 きサマ リヤ人 とは,孤 独 な

人々,内 気 な人々,少 数 派 に属 す る

人々,そ して口には出さな くとも良い

仲間に飢 え渇いている人 々,そ のよう

な人々の友人 となる人の ことだ と言え

るで しょう。

友人の輪 を広げましょう。私たち を

嫌い,理 解 しない人々にも礼儀正 しい

態度 と愛 を示 し,友 情 を勝 ち得ましょ

う。争い を避 け,ほ かの人 たちが私た

ちの ことをよ く理解 して くれ るように

働 きかけるのです。彼 らが来て見 たい

と思 うようになるよう自分の生活 を改

善 し,一 層良 い模範 を示すようにしま

しょう。

私たちが｢来 て見 る｣と いう賜 を受

けるうえで天父の助 けが得 られ るよう

に祈 ります。 また,イ エスがキリス ト

であり,主 の主,王 の王であ り,.ベ ツ

レヘムの町の片隅でお生 まれになった

聖 徐 の 道/1990年12月 号

救い主であることを知 り,信 じ,宣 言

す る決意をす るうえで天父の助けがあ

ります ように祈 ります。イエスがどこ

で,ど の ような環境の下で生 まれたか

とい うことは,イ エスが何者であった

かとい うことに比べれば,実 に取 るに

足 りないことだったのです。

イエスが今 も生 きていること,イ エ

スが私 たちの救い主,友 人,神 の御子

であること,イ エスの教会,王 国に今

日だれ もが入れ ること,こ れ らのこと

を世 に宣言するためには絶 えざる信仰

が必要です。神 は実際に生 きておられ

ます。イエスは天父 と共に住んでお ら

れます。 こういった真理を知るだけで

な く,人 々 に宣言するためには自己訓

練 が必要ですが,神 の愛 と助 けによっ

て,す べて可能 とな り,私 たちが クリ

スマスの真の意味を知 り理解するにつ

れ,一 人一人の上に平安 と喜びが もた

らされ ます。幸福を求めて旅 をする私

たちは,幾 度 も失敗 をした り,落 ち込

んだ りすることもあ りますが,そ のよ

うな経.験も｢来 て見 る｣と いう態度が

あれば,楽 しい思い出や幸福 な経験 の

前に影 を潜 めてしまうのです。

もしイエスを愛したい と思 うならば,

来 て見て ください。 もしイエスを知 り

たい と思うな らば,来 て見 て ください。

ベツレヘムの,そ して,ナ ザレのイ

エスは天父の独 り子です。すなわち,
あがな

私たちの貝費い主,救 い主,主 キ リス ト

なのです。 この真理を厳粛 に宣言 し,

イエス･キ リス トのみ名によって証 し

ます。 アーメン。
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手話の歌

ア ニ ー タ･M･フ ィ ー

ド
ナは内気 な少女で した。それなのに,な ぜ彼女は

皆の注意 を引 くのでしょう。

活発で外交的だった私は,10代 の初めのころ,毎 週日

曜日になるといつもこのような疑問を感 じていました。

ドナ･キ リアムは私 と同 じビーハイブクラスの生徒で,

おとな しくてかわいらしい少女でした。両親 は耳が不自

由でした。そのため ドナは手話を自由自在 に使いこなし,

大人たちは皆,そ の姿をとてもいとお しいと思っていま

した。若い女性 め責任を受 け,様 々な機会 に通訳 をする

彼女を見て母親 たちは涙を流しました。私以外の人 は皆

深 く感動 している様子で した。

そのころの私はわがままで,注 目の的 にな りたい と思

っていました。でも,ド ナ と競って も無駄で した。控え

目なが らもドナ とその家族 は目立つ存在でしたし,ワ ー

ド部の会員たちもいつ も彼 らのことを心 にかけていまし
しつ と

た。それにもかかわらず私 は嫉妬心を抑 えることがで き

ませんでした。

私の14歳 の誕生 日を迎えて1カ 月後,母 はひどい自動

車事故に遭いました。命 は助か りましたが,重 傷で した。
けんいん

牽引 のため1カ 月半入院 しなけれ ばな りませ んで した。

事故が起 きたのは11月 で,母 が ク リスマ スを病 院で過 ご

さなければ な らない こ とが間 もな く明 らか にな りま した。

家族 の活動 には母 も一緒 に加わ るこ とが不可 欠で したか

ら,そ うな る と私 た ち もク リスマス を病 院で過 ごさなけ

れ ばな らな い とい うこ とに な りました。

私以外 の家族 の者 は,こ の ク リスマ スを｢特 別 な経験｣

と して,あ るい はむ し ろ成長す るた めの機会 として楽 し

み に してい ま した。 で も私 には,ひ ど くつ ま らない もの

に思 えてい たのです。

ク リスマ スイブの 日,私 は家族 に とって はあ ま り霊性

を高 め る存 在 で はあ りませ んで した。病 室 の隅 にひ と り

離れ て,自 己嫌 悪 を覚 えなが ら座 ってい ま した。皆 ク リ

スマスプ レゼ ン トを開け る用意 がで きて も,た だ黙 って

お互 いの顔 を見 て いるばか りで,い つ ものよ うに胸 をわ

くわ くさせ た り,は しゃい だ りす る者 はい ませんで した。

ち ょう どそ の とき,ド ナが入 って きま した。｢こ ん にち

は,フ ィー姉妹｣と 私 の母 に向か って静か に言 った ドナ

の後 ろか ら,両 親 も入 って きま した。｢歌 を歌 お う と思 っ

てち ょっ と立 ち寄 っただ けなんで す。｣

私 たち は皆驚 いて見 上 げ ました。彼 女 の両 親 は耳 が不

自由 なの に,ど う して歌 うこ とが で きるので し ょう。私

は興味 をそ そ られ て,プ レゼ ン トを脇 に置 いて 頭 を上 げ

ました。 ドナに対 して嫉妬 心 を感 じて いた私 は,彼 らが

歌 うのをあ ま りうれ し く思 い ませ んで したが,と にか く

聞 くことにし ました。

『聖 し
,こ の夜』を歌 う彼 らの静 かな歌声 を聞 いてい る

と,思 いが けず私 の内か ら熱い思 いが込 み上 げて くるの

を,抑 え る ことが で きませ んで した。 同 じよ うに動 く3

人 の手 は,幼 な子 キ リス トと天 の平安 を語 ってい ま した。

必 死 で こ らえ よう としま したが私 の 目か ら涙が こぼれ落

ち ま した。ベ ッ ドか らは母 のすす り泣 く声 が聞 こえます。

ドナの 目に も涙 が あふれ てい ま した。私 に は自分 が これ

まで ドナ に対 して不 当 な思 い を抱 いて きた こ とが はっ き

りとわか りま した。

歌 い終 わ る と,彼 らは手 を下 ろ しま した。私 たち は皆

感 激 のあ ま りにた だお互 いに見 つめ合 って い ました。 そ

れか ら彼 らは来 た時 の よ うに静か に去 って行 きました。

ず っ と部 屋 の隅 にいた私 は,今 わか った ことについて考

え込 んで い ま した。｢ど う して私 は これ まで ドナ に嫉 妬

していた のか しら。｣ド ナ は特別 な才能 の持 ち主で した。

彼女 たち は,私 た ちの ク リスマ スにみ た まを もた ら し,

憂 うつな ク リスマ ス を新 たな希望 に満 ちたお祝 いの 日へ

と変 えて くれ ました。聖霊 の力 に よって私 は母 が よ くな

る ことを確信 し,ま た,私 に も才能 が あ る とい うこ とが

わ か りま した。

その と き,私 は病 院 のその部屋 で,こ れか らは 自分 自

身 の才 能 を生 か し,ほ か の人 に嫉妬 す るの はやめ よう と

決心 しま した。 その決 意 を してか ら,心 に平安 を見い だ

しま した。頭 の中 で はあの歌声が何 度 もや さ しくこだ ま

してい ま した。｢聖 し,こ の夜 ……。｣

私 の心 は とて も穏 やか で した。 □
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霧の中の声

S

テ リー･J･モ イ ヤー

ご

　

リスマス イブの ことです。 ダン 』･ライ テルは カ リ

クフォルニア特有の濃い霧の中を4時 間半 もひ とりr

で車を走 らせていました。 この4時 間半 というもの,な

かなか晴れそうもない霧の中を白地 に緑のナンバープレ

ー トをつけた白い車の後についてずっと運転してきたの

です。

ダンにとってこれほど疲れを感 じたのは,伝 道以来の

ことでした。 しかしポケッ トにはダイヤモンドの指輪が

入っていました。サン リアン ドロで恋人が待っているの

です。 この指輪 をカリーの指にはめるには,少 な くとも

まだあ と3時 間はかかることでしょう。

｢長い夜 になりそうだ。｣そ うつぶやきなが らダンはぼ

かの大勢の ドライバー と同 じく霧の中を走 り続 けました。

ダンは時間が少 しで も早 くたって くれればとい う気持

ちで車のラジオをつけ,ク リスマスの音楽でも聞 こうと

思いました。夜になると車のラジオか ら,国 中のいろい

ろな放送局からの電波が流れて くるときもあれば,雑 音

しか入 らない ときもあるのはなぜだろう。おか しなこと

だな,と 思いながらラジオを止めました。

それから1時 間ほども運転 したでしょうか。濃い霧の

中でダンの目に入って くるものといえば,ま さしく白地

に緑のナンバープレー トの白い車の後 ろ姿だけでした。

運転にはかなりの注意力 と緊張感が必要でしたが,そ れ

で も退屈で仕方あ りませんで した。

そんな とき,ふ と心の中に静かな細いささや きが聞 こ

えてきたのです。
｢ダ ン,一 番右側の車線 に移 ってス ピー ドを落 としな

さい。｣

スピー ドを落 とすPど うしてPほ かの車や トラッ

クは3メ ー トル先 の見通しがきかない こともおかまいな

く,こ の霧の中をスピー ドを出して走 っていて も何事 も

ないのに。

そのうえ,夜 もだいぶ更けてきました。 このスピー ド

で走 り続 けたとしても,こ の霧深いクリスマスイブの う

ちに指輪の箱 を開けるのはとうてい無理でした。 クリス

マスの当日になることは避 けられそうにあ りません。

ダンは迷いました。みたまが本当に警告 して くれたの

だろうか。それ とも注意 した方がいい という単なる自分

の思いだったのだろうか。 ほかの車 と同じスピー ドで走

り続 けてはいけないのだろうか。 どうして も右側 の車線

に移 りス ピー ドを落 とさなければならないのだろうか。

するとまたみたまのささや きが聞 こえてきたのです。

｢ダ ン,今 のままでは路上で事故があって も手前で止 ま

ることは不可能だ。事故 に巻 き込 まれて大破 してしまう。

右側の車線 に移 りスピー ドを落 としなさい。｣

ダン･ラ イテルは,決 してみたまのささやきを無視 し

てはならない と教 えられてきていました。気 は進みませ

んでしたが,右 折 の合図を出 して車線 を変え,ス ピー ド

を落 としました。 白地に緑のナンバープレー トをつけた

白い車は変わ らぬスピー ドで,た ちまち見通 しの悪い霧

の中へ吸い込 まれるように消 えていきました。

遅 くなっても行かないよりはましだ。少 し落胆 しなが

ら考えました。 これだけスピー ドを落 とせば,た っぷ り

時間がかかることは間違いあ りません。

ダンは,大 好 きな監督が以前話 して くれたことを思い

出しました。それはやはり,何 年 も前のクリスマスイブ
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に起 こったことで した。監督 は当時兵士 として基礎訓練

を受けていました。休暇 も取れそうになく,ベ ンジャミ

ン･ク ラークー等兵 は,友 達や家族か ら遠 く離れた所で

クリスマスを過 ごすことにな りそうで した。

ところがぎりぎりになってうれしい指令が下 りたので

す。｢今 より直 ちに7日 間 のク リスマス休暇 を許可 す

る。｣

しか しベンジャミンは飛行機の予約 もしていない し,

モンテレー発のバスに乗 るにも,ま たべ一スからほかの

教会員たちと相乗 りして家へ帰 る手配 をするにもすべて

遅すぎました。で きることといえばハイウェイを歩いて,

通 りがか りの車 に乗せて もらうことぐらいでした。

カ リフォルニアか らの荷 を積 んだレッドとい うトラッ

クの運転手がベンジャミンを拾 って くれ,東 部のネバダ

まで乗せて くれることにな りました。アイルランドなま

りのレッドのテナーの声にバ リトンの自分の声を合わせ

て,ふ たりはお互いの知ってい るクリスマスの歌 を声高

に歌いました。

ネバダに着いた彼 は寒 さの中でしばらくの間,自 分の

家のある北へ向かう車を待 っていました。しか し,そ の

辺 りを通 りかかる車は普通で もあまり多 くありません。

ましてや,ク リスマスイブの夜更けともなると,は たし

て拾って くれる車があるで しょうか。

ようや く1台 の車が,暗 やみの中にヘッ ドライ トを照

らしなが らやって来るのが見 えて きました。車 はスピー

ドを落 とす と止まって彼を乗せて くれました。幸運 にも

その車は同じ方向に向かっている途中で,彼 を町 まで連

れて行って くれることになりました。

それから何が起 こったのか,監 督が話 して くれたこと

を思い起 こしました。彼が軍用のバッグを持 って後部座

席に座 り,車 が動いたか動かないうちに,年 若い兵士の'

ベンジャ ミンは前 に座っている3人 の若者が酔って

いることに気づいたのです。 しか も彼 らはまだ飲熱1

鎧 長雰磁 鷲,お 酒を勧め･嚥
後 ろの座席で,若 いベンジャミンは不安を募 ら鍼

ました。酔いしれた運転手,猛 ス ピー ドで走

豊凝 蕪 霧 惣 温賠1鋼1磯
不 吉 な予感 でい っぱい にな りました。 ､､,･礁 灘

そ してつい に彼 は こう言 った のです。､就

｢お 願 いです
。車 を止 めて降 ろ して く

だ さい!｣前 の席 か らは大

き嫉 い声が返ってきまし 喉

た。｢お とな し くしてな よ,

磯
'鑛 繍

,兵隊さん。だれが何 と言お うと車を止 めるつもりなんて

さらさらないぜ。｣

数キロほどの恐怖の ドラ イブで,ベ ンジャミンは車の

タイヤの音やラジオのかん高い音,前 の席か ら聞 こえて

くる くだらない話や大 きな笑い声を聞 きなが ら,む せか

えるようなたばこの煙 と安ウイスキーの強烈なにおいに

じっと耐えていました。

だんだんと,彼 は自分の命 の危険を強 く感 じるように

なりました。 そして恐怖におののきながら祈 り始めまし

た。｢天 のお父様,私 は今大変な目に遭 っています。この

場を抜け出す方法がわか りません。 どうぞお助け くださ

い。 どうぞ私 を守 り,命 をお助 けください。天のお父様,

怖 くてたまりません。 どうしても助けが必要なのです。｣

ダンはその とき監督が言った言葉をはっきり覚えてい

ます。｢す るととて も静かな,穏 やかな声が私に,車 の床

に伏して,重 い軍用バ ッグを体の上に置 きなさい とささ
ご

やいたのです。｣

彼はす ぐにそのようにしました。前 の座席 と後 ろの座

席の間の狭いスペースに体を押し込めるようにかがみ込

み,バ ッグを背中に乗せ ました。それか ら彼 は額を床 に

つけ,両 手を頭 の上 に置 きました。

その数分後,一 瞬世の終わ りが来たかのようでした。

車はコン トロールを失い,キ ー ッというタイヤの音 と共

に急カーブすると,猛 スピー ドで走 ってきた もう1台 の

車 とすさまじい勢いで衝突 したのです。

だいぶ時間がたってか ら,ベ ンジャミンは蔦識 を取 転

｢灘
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シンガ ポールの聖徒 たち

リチ ャー ド･タ イス

北
から南へほぼ5キ ロにわたって広がるシンガポー

ルの町を車で抜 けると,6軒 の豪華なホテル,11

ヵ所の立派なシ ョッピングセンター,緑 豊かない くつか

の公園,立 ち並ぶ数多 くの会社やアパー トの前を通 り,

島国シンガポールの近代的な表情 を見て取ることができ

ます。またそれに劣 らず印象的なのは,こ の ドライブで

見 られる5つ の回教寺院,ふ たつの中国仏教寺院,ヒ ン

ズー派の寺院がふたつ とシーク派の寺院がひ とつで計3

つのインドの寺院,そ して6つ のキリス ト教の礼拝堂で

す。一角に違った宗教の建物がい くつも見 られるのは珍

しいことではあ りません。

こうした環境は,数 多 くの多種多様 な宗教,民 族が対

立することもな く共存 した,人 口264万 のイギ リス植民

地時代の特徴 によるものです。ちなみに,1989年 に地元

新聞紙の伝 えるところによれば,人 口の28.3パ ーセン ト

が仏教徒,18.7パ ーセン トがキリス ト教徒,16パ ーセン

トがイスラム教徒,13.4パ ーセン トが道教徒,4.9パ ーセ

ン トが ヒンズー教徒,無 宗教が17.6パ ーセントの割合に

なっています。近隣諸国が人種間,宗 教間の緊張,抗 争

を繰 り返す中で,シ ンガポールだけは大方のあつれきを

避けてきました。相違はあっても｢民 族や文化がお互い

にうま くやってい くのが我が国の特徴です｣と,シ ンガ

ポール地方部長のホー･ア･チ ュアン兄弟 は言います。

その多様性 と調和 は,こ の地域の末 日聖徒イエス･キ

リス ト教会の中にも反映 されています。た とえば昨年,

新 しい家族歴史センターが発足 した とき,イ ンド人のラ

ジャモハン兄弟 は待 ちかねていたマイクロフィルムの読

み取 り機 を前にして,ど んな系図記録が見っかるか知 り

たいと思いました。｢私 はインド南部に先祖が多いので

す。今 ようや く先祖の記録が見つか り始 めた ところで

す｣と 彼は言います。その彼を助 けたのは中国人女性で

した。彼女 は中国の系図についての知識 は豊富でしたが,

イ ンドの記録 についてはまった くと言っていいほどわか

りませんでした。それでもで きる限 り手 を尽 くして,読

み取 り機の使い方 を教え,イ ンドの記録 にζのようなも

のがあるか調べて くれ ました。読み取 り機のスクリーン

で最初 の記録が見つかった とき,ラ ジャモハ ン兄弟 は声

をあげました。｢これは,み なヒンディー語 だ。これから

ヒンディー語 も勉強 しな くちゃいけないのか。｣シ ンガ

ポールに住むインド人の大半は,イ ンド南部 とスリラン

カで一般に使用されているタミール語 を話すのです。

シンガポール地方部の中国人支部大会の日,ホ ー地方
せいさん

部長 は聖餐会の話の中で次 のような中国の民話 を紹介し

ました。彼 は話の中の｢知 恵ある男｣を ひ とりの｢支 部

長｣に 置 き換えてこう話 しました。 ある男がひと間

しかない自分の家の狭 さを嘆いていました。｢支部長｣は

この男にアヒルや豚 や牛 を家の中に入れて,家 族 と一緒

に生活 させるように勧めました。数カ月後,上 を下への

大騒 ぎの毎日が過ぎて,よ うや く｢支 部長｣は 家畜 を外

に出す ように勧めました。男 は非常に感謝 して,以 後,

まった くつぶやかな くなったというのです。この集会の

もうひとつの興味深い点をあげると,ホ ー地方部長 は,

同じく大会で話 をした副地方部長のタン･ス ー･キ ョン

兄弟,な らびにブランシス･タ ン兄弟 と同様 に,標 準中

国語の使用者ではないのですが中国人であるということ

です。

シンガポールの人口のおよそ75パ ーセントは中国人で

すが,彼 らはいろいろな中国語方言を話 します。中国人

は皆,学 校で標準中国語を学びますが,そ れで もほとん

どの中国人にとって標準中国語は第2言 語 なのです。中

国人のほかに,マ レー人,イ ンド人,イ ンドネシア人,

韓国人,日 本人,ヨ ーロッパ人,ア メリカ人が この国で
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ジ ョセブはこう言っています。

｢1820年 の早春,一 点の雲 もない美しい朝であった。｣

ジョセブが祈 りを捧げたのはそのような日でした。彼 は

安息日に,静 かで人 目を避けた場所 を探 し,祈 りを捧 げ

ましたが,そ れは農家の子 として春の多忙な時期に日曜

日ぐらいしか仕事から離れられる時がなかったか らで し

ょう。ジョセブが後 に述べていることか らすると,彼 は

森の中で祈 ろうと,前 日,父 や兄たち と木 を切 りに行っ

た所 に行 きます。農場 の仕事 は季節的なもので,木 の伐

採 は通常開墾 のために,晩 秋か ら早春にかけて行なわれ,

畑の耕作や植 え付け,栽 培が始 まるまで続 けられ ました。

この伐採作業 は大体4月 末 には終わっていたので,ジ ョ

セブが神 に祈ったのは,1820年 の多分3月 の末か ら4月

にかけてであったろうと思われ ます。

ジョセブが祈ってこの世の ものとは思われない示現を

受けた正確 な場所は明 らかではあ りません。 しかし,ど

うや らこのことは,ジ ョセブが意図的に記 さなかったよ

うです。カー トランド神殿で主がみ姿を現わされた とい

う具体的な記述はむしろ例外で,予 言者 ジョセブは生涯

を通 じて,神 聖な出来事が起 こった場所 を詳 しく述べて

はいません。記述があるものでも,ご く一般的な ものに
い けい

とどまっています。 これ は,神 聖 な経験への畏敬の念か

ら出ていることです。

スミス家のこの西側の森 は,ス ミス家がパルマイラか

ら引っ越 した後 も,最 初の示現の場所 として近隣の人々

に知 られていました。1860年,子 供のころジョセフ･ス

ミスの友人であったと称するセス･T･チ ャップマンが

スミス家の農場の跡地 を購入 しました。彼は後に息子の

ウィリアムに,農 場の西側の森 はジョセブが示現 を見た
おの

と指定 した場所なので,一 度 も斧を入れたことはなかっ

ったと述べています。

聖なる森は,ニ ューヨーク州西部で昔のままの姿をと

どめている最後 に残った森のひ とつに数えられます。 ジ

ョセブ･ス ミス･シ ニア とアルビンが初 めてその土地 を

手に入れたとき,ス ミス家の農場は近隣のほかの土地 と

変わらず,広 葉樹が生い茂 る森林でした。多 くは樹齢350

年か ら400年 に達 し,目 を見張 るほど大 きな木がそ､こか

しこにそびえていたのです。

この広大 な森の木々の下には落 ち葉がじゅうたんのよ

うに敷 き詰 められ,そ の豊かな土には,シ ダや草花,野
かんぼ く

草,そ れにサクラや ミズキなどの灌木が繁茂 していまし

た。1800年 代初期の合衆国東部め森の中で,そ の規模,

木々の高 さ,樹 齢,美 しさにおいて,､こ のニュー ヨーク

州西部の森 に匹敵するものはほ とんどありません。確か
けんげん

に自然は長 い年月を経て準備 し,御 父 と御子の顕現 にふ

さわしい聖所を造 り上げたのでしょう。

最初の示現から1世 紀半を経 た今 日,こ の4ヘ クター

ルの森は今 なお当時の美しさを保っています。古 くか ら

あるこの森 にはジョセブの時代 にすでに成木 に達 してい

た木々がまだそびえてお り,多 くは樹齢200年 を越 えて

います。 そして木々の根元の土には今 もなお季節の落ち

葉が積み重なり,草 花や灌木 を絶え間なく茂 らせている

のです。

聖なる森は今,当 時 と比べよく手入れがなされ,美 し

く,生 き生 きとしています。 これは,教 会が末 日聖徒に

とって神聖であるこの美 しい森を守 り,延 命す るための

プログラムを長年にわたり行なってきたからです。新芽

の生長 と植樹によって,聖 なる森の規模は初 めの状態 ま

で回復 し,森 の中の木々 も次第に生命力を増 してきまし

た。聖なる森 は,最 近 までは病気や公害により存続が危

ぶまれてい ました。 しか し今 は,驚 くほどの回復 を見せ

ています。

このように聖なる森 は,ひ とりで,あ るいは夫婦で,
めいそう

または数人のグループで訪れる人々の静かな瞑想の場 と

して保存すべきであるとの指示により,ま た専門家 によ

る継続的な保存 プログラムによって,後 の世代の人々 も,

この聖なる地の静寂 と神聖 さとを味わえるようになって

いるのです。□

*ド ナル ド･L･エ ンダース兄弟=教 会歴史部教会史跡担当

主事。ユタ州ケイズビル第ロワー ド部所属。
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留 守番 す るの を承知 しなか った ので し ょう。 さあ,困 っ

た こ とにな りま した。

その ころ私 は,そ の年 に行 な うこ ととして,扶 助 協会

のバザ ー に出す ため に女 の子用 のお もちゃの プラス チ ッ

クの小 さな人形 の洋服 を作 ってい たので,私 の部 屋 には

人形が い くつ かあ りま した。 そ こで,こ の不意 のお客 の

ために,私 はそのひ とつ を,わ ずか に残 っていた柔 らか

な包 み紙 です ばや く包 む と,大 急 ぎで ク リスマス ツ リー

のそば に忍 ばせた のです。

ほ とん どの子供 たち は,ド アの そば に集 まって い まし

たが,8歳 ぐらい の少 年が,何 か を心 に決 めてい るかの

ように,薄 い包 み紙 をすか して見 なが ら,す べて のプ レ

ゼ ン トを念入 りに調 べて い ます。

｢お 姉 さん
,も しよか った ら｣少 年 が はっ き りとした 口

調 で言 い ま した。｢こ のサ ッカ ーゲ ーム を も らって もい

いP友 達 と一緒 に遊 びたい んだ。｣

キ ャロル はほほ えんで い ましたが,許 したわ けで はあ

りませ ん。

｢プ レゼ ン トは
,パ ー テ ィー の終 わ りに あげ る こ とに

なってい るの よ。 今 はゲーム をす る時 間な の。｣

私 たち は子供 た ちの考 えた ゲーム を し,子 供 たち は私

たちのゲー ムを しま した。い くっかお話 を聞 かせ る と,

子 供 たち は,今 まで の 自分 の経験 を話 して くれ ました。

それか ら,皆 で歌 を歌 ったのですが,子 供 たち は好 きな

歌 を何 度 も何度 も歌 いたが るので,私 た ち大人 は,少 々

うん ざ りして しまい ました。

｢去 年 の こ となん だけ ど｣一 番年上 の少女 が
,皆 の前 で

しゃべ り始 め ました。12歳 の体 には大 きす ぎるぶか ぶか

の ドレスを着 て,ハ イ ヒール を履 いて,精 一杯 大人 ぶ っ

てい ます。｢大 きなパ ーテ ィー に行 くことになった のよ。

何 百人 もの人 が来 てい た し,ク リスマ スツ リー といっ た

ら,天 井 に届 くぐらい に大 きか ったわ。｣

｢楽 しか ったP｣う らや ま しそ うな声 が し ました。

｢全 然
。こ こにい るや さしいお姉 さんた ちのよ うに,私

たちに話 しか けて くれ る人 な んて,ひ と りもいなか った

のよ。｣

簡 単 な食事 を出す と,わ あっ,と 歓 声が あが り,続 い

て しん と静 まり返 って しまい ました。皆,食 べ るの に夢

中なのです。

｢ま だ残 って る じゃないか
。｣あ る少 年が,隣 の子 をた

しな めました。

｢も う食 べ られ ない の
。 一度 に こん な にた くさん の食

べ物 が お皿 にのって い るこ となん て初 め てだ もの。｣

｢じ ゃあ
,ぼ くにち ょうだい。こんな にお い しい もの を

捨 て ちゃ うなんて,も っ たいない よ。｣

少 年 は,ほ かの子 の残 り物 も平 らげ,と う とう,も う

何 も入 らないほ ど満腹 になった よ うで した。

私 たち は,そ の少年 にサ ッカー ゲーム を,12歳 の 少女

には ビー ズのネ ック レス を,人 形 の食 事 セ ッ トは,7歳

の女 の子 にあげ ま した。

けれ ど も,｢こ れ をも らって もし ょうがな いの。お姉 さ

ん｣と,こ の女 の子 が言 うので す。｢だ って,お 人 形 を持

ってい ないんだ もの。｣

私 は,扶 助 協会 の プラスチ ック人形 を,も うひ とつ取

って来 ま した。便 せ んに包 む と,そ れが ツ リーの後 ろに

落 ちて いた ように見せ か けたのです。

｢こ んな にすて きなパー テ ィー
,初 めて。｣満 足 そ うな

声 が聞 こえます。｢家 族 と一 緒 にい るみたい だわ。｣

｢本 当 にすば らしか った よ
,お 姉 さん。｣別 の声 が続 け

ました。｢い つだ って ぼ くたち の そば にはお姉 さん た ち

のだ れか し らがいて,面 倒見 て くれ た ものね。｣

そ の とき私 は,人 に与 え るこ とについ て学 んだ ような

気が しましたが,間 もな くもっ とた くさんの こ とを学ぶ

こ とにな りました。 気が付 くと,あ の12歳 の 少女 が,ビ

ー ズのネ ック レスを粘 土 に ,そ の粘 土 をお もちゃの 自動

車 に,さ らに は赤 ち ゃん用 の絵本 に交換 して い るで はあ

りませんか。

｢こ れ でい いわ
。｣絵 本 を もう一度 包 み直 しなが ら言 い

ま した。 しか し,一 度 はが したテー プは,も うしっか り

とは くっつ きませ ん。

｢お 姉 さん
,ひ もを少 し と,鉛 筆 あ りますか。｣

ど うす るつ もりだ ろ うと思 いなが ら,ひ もと鉛筆 を渡

す と,少 女 は不器 用 な手 つ きで包 み を縛 り,大 き く不 ぞ

ろいな字 で書 きました。｢ト ミーへ｣

私 が見 てい るの に気付 くと,こ う説 明 して くれ ました。

｢私 の弟 にあげ るの よ
,お 姉 さん。 だれ もパ ー テ ィー に

呼んで くれ なか ったの。 それに プレゼ ン トも買 ってあ げ

られ ないか ら。｣

ぶ か ぶか の服 を着 た この小 さな少 女 の心 にあふ れ る美

しさ と愛 が,き ら きら と輝 いて い ました。 そ して何 年 も

の問,す ば らしい お手 本 として,私 の心 の中で輝 き続 け

て いるので す。 □
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は,長 老がまだ生 まれたばか りのころ

に,養 育の必要な幼 い4人 の子供 と母

親を残 して亡 くな りました。

ブラフ長老 は1965年 ユ タ大学を卒業

し,数 学教育の学位を修得 しました。

後に,同 大学で経済管理学 の博士号を

修得 しています。仕事上様々な経験 を

積むと同時に個人的な関心 もあって,

コ ンピュータ管理の業務 に携わるよう

にな りました。そして,後 には運輸関

連 の諸会社 ヘコンピュータシステムと

サービスを提供する個人経営の会社 を

設立するに至 りました。 また最近 まで,

ブ リガム･ヤ ング大学およびユタ大学

で経営学 を教 えていました。

ブラフ長老 は,1962年8月 にラネッ

ト･パ ーカー姉妹 とアイダホフォール

ズ神殿 で結婚 し,1978年 か ら1981年 ま

では,ミ ネソタ州 ミネアポリス伝道部

長を務めました。長老 は宣教師 と伝道

の業をこよな く愛 しています。また,

これ まで監督や若 い男性中央管理会の

一員 として働 き
,1988年10月 の総大会

で幹部 に召されるまでは,地 区代表の

責任に就いてい ました。

私たちはユージン･ハ ンセン長老夫

妻お よびモンティ･ブ ラフ長老夫妻 と

それぞれの家族を心か ら温か く迎 え,

ア ジアのすばらしい聖徒 たち と共 に働

きたい と思っています。

我が家の食糧貯蔵

神戸ステーキ部西宮ワー ド部

堂ノ本真基子

結既蔀爺重鱗鷺
しなさい とい うみたまのささや きに従

って,主 人 と共 に,1年 間で1年 分 の

食糧貯蔵を完成 させる計画 を立て まし

た。行 なうに従い,湿 気 と害虫か ら食

糧 を守 る方法,上 手 な回転の仕方,栄

養的バ ランスがとれているかなどを研

究する必要のあることがわか りました。

食糧貯蔵を勧告どお りに行なおうと決

意 し,実 行 に移 したことによって,解

決 の道が開けてい くとい う祝福 をいた

だきました。アルマが言 うように神様

は｢私 の心を大 き く開き,私 の理解力

を増 し｣て(ア ルマ32:28)く だ さいま

した。

湿気 と害虫か ら食物 を守 るため,ド

ライアイス と完全密封容器 を使 って脱

酸す る方法を知 り,以 来 この問題 に悩

む ことはな くな りました。 この方法は,
こう や

高野豆腐な どの酸化する食品 にも向い

ています。

回転の問題 も丈夫なスチール棚(一

面200キ ロ に耐 える)を 購入 し,小 物は

棚 の奥行 きに合わせた整理箱 に入れ,

必要な ときはその箱を引 き出すだけで

奥の物が取れるようにしました。すべ

ての食品がひ と目でわか り,す ぐに取

り出せるようにすることによって貯蔵

品の回転 も簡単にで きるようにな りま

した。

人間の身体はビタ ミンが不足 しただ

けで も正常 に機能 しな くな り,病 気に

かか りやす くなると言われています。

そこで栄養的に もバランス良 く必要な

ものを貯蔵す るために,栄 養成分表を

購入 しました。缶詰などの栄養価 もひ

と目でわか り,と て も重宝 しています。

栄養価 の高 い穀類 を貯蔵 した り,ミ ネ

ラル確保のために海草 などの乾物 を取

り入れ,ビ タ ミン確保 のためには トマ

トジュースをはじめ,各 種 の野菜の缶

詰 を貯蔵するようにしてい ます。 また,

たんぱ く源 としては肉の代用品 とな る

各種のグルテン製品の缶詰 や乾燥 した

大豆たんぱ く製品も我が家 ではすでに

なじみの品 とな りました。

食糧貯蔵 について導きを求め るとき,

主 は実に多 くの ことを教 えて ください

ました。 まず現在家族が食 べている食

糧1年 分のすべてを分類別に書 き出 し,

表 を作 りました。次に同じ要領で貯蔵

向きの食品を書 き出 し,別 の表 を作 り

ました。 このふたつ⑳表 を基 に貯蔵中

心の食 品一覧表 を作 ることがで きまし

た。そ して,現 在家族 が食 べて い る

各々の食 品の年 間消費量(1カ 月の消

費量 の12倍)を 算 出 し,一 覧表 に記入

しました。小 さい子供 の成長 に合わせ

て量 と栄養摂取量 の見直 しもします。

我が家で作 った一覧表 には期限を記

入する欄があ ります。今後購入する物

について は計画を立て,購 入す る年月

日などを記入 していきます。 また食品

の在庫を容易 に管理するためにチェッ

ク欄 も設 けました。

ニーファイに段階 を追 って船の作 り

方を教えられたと同じように,主 は貯

蔵 の行ない方について私 にも段階を追

って教えて くださいました。

この ように貯蔵を進めてい く中で私

を支 えているのは,信 仰 です。アダム

が示 した模範 の中にそのような信仰 を
いましめ

見ることがで きます。｢主,彼 らに誠命
のたま なんじ

を下 して宣いけるは,主 なる汝 らの神
そなえもの むれ

を礼拝 し,主 に供 物 としてその羊の群
うい ご ささ

の中の初子 を捧 ぐべしと。 アダムは主

の誠命によ く従 いぬ。多 くの 日を経て,

主 の天使一人 アダムに現れて言いける
なにゆえ いけにえ

は,汝 何故 に主に犠牲 を捧 ぐるや と。

アダム彼 に言いけるは,わ れその故 を

知 らず,た だ主の誠命に従 うのみ。｣

(モーセ5:56)

この ような美しい信仰に触れるとき,

私 の心 は希望に満たされ ます。真の信

仰 はご く一般的な生活の中か らは,は

ぐくまれに くい ものです。そのような

信仰 をはぐくむため,神 様 は人が考 え･

つ かないような戒めを与えられます。

食糧貯蔵 もまさしくそれ らの戒 めのひ

とっで あることを,聖 霊を通 して,ま

た数々の経験 を通 して私は知 りました。

｢われ にかかわるすべては霊の ことな
い つ かつ

り。われは何時 た りとも,い まだ嘗て
お き て

俗世の事にかかわ る律法を与 えたるこ

とな し。｣(教 義 と聖約29:34)

神様 は,ア ダムをはじめす ばらしい
しもべ

僕たちに戒 めを与 えて試 された と同様

に,今 日の私たちにもこのような特権

を与 えて くださったのです。(ど うの

もと･ま きこ1958年 生 まれ)
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の技術援助 も急務であるとの結論 に達

した。 ソル トレー クシテ ィーではさっ

そ く,職 業訓練学校 に通 う聴覚障害者

たちの診療 のために,末 日聖徒による

派遣団が組織 された。

ヨーロッパ地域福祉委員会 は,ブ カ

レス トにある職業訓練学校 を,救 済活

動を行なう最初の候補 のひ とつに選ん

だ。 この学校 には,聴 覚障害 を持 つ十

代の学生が200人 余 り通 ってい る。 ヨ

ーロッパ地域福祉委員会が派遣 した末

日聖徒の医療 グループの診断によって,

学 生の うち160人 は補聴器 の使用が有

効であることが判明した。ある若者 な

どは補聴器 をつけるや否や,手 を打ち

鳴らし,躍 り上がって喜びを表わ した。

十何年振 りかで音を耳 にしたか らであ

る。

派遣団を指揮 したのは,ソ ル トレー

クシテ ィー在 住の耳鼻咽喉科 医 グレ

ン･K･ル ン ド兄弟で,妻 のルン ド姉

妹 も,必 要な医療事務 を処理するため

に派遣団に加わった。

ルンド医師の一行 は,検 査用の医療

機器,医 薬品,お よび補聴器 を200個 持

参 した。｢ル ンド医師 たちは,地 元ルー

マニアの医師に医療器具の使用法や補

聴器 の調整,着 装の仕方 も指導 して く

れました。将来 はルーマニアに補聴器

だけ送って,人 を派遣 しな くても済 む

ようになるで しょう。ただ,フ ォロー

孤児院の子供たちを世話するルーマニ

ア派遣団のルンド姉妹

アップのために今回の派遣団の中の少

な くともひ とりを,も う一度ルーマニ

アに送 る計画 はあ ります。｣ベ ル クハ

ーン兄弟 はそ う語る
。

ベル クハーン兄弟 によると,ル ンド

医師を団長 とする今 回の医療 チームの

派遣 は,ル ーマニアの事態 を憂慮する

教会員たちが現在企画 してい る活動の

一部 にす ぎない という。｢私 たちは,広

くヨーロッパ全土の企業 と連絡 を取っ

てい ます。 その多 くは,医 療品などを

寄付 して くれた会社ですが,中 には各

種の器材 をかな り廉価 で供与 して くれ

た ところもあ りました。｣

ソル トレークシティーの教会本部な

らびにフランクフル トのヨーロッパ地

域管理本部の指導者 らは,ル ーマニア

の救済活動に参加 して くれ た教会員 た

ちに感謝の意 を表明 している。

建物予防維持管理プログラム
建物維持管理の新たな方法 として,

予 防に重 きを置いた建物予防維持管理

プログラムが1989年 の後半か ら大管長

会 と管理監督 の指示 により実施 されて

きた。 このプログラムは今の ところ合

衆 国,カ ナダが対象 となっているが,

教 会員が維持管理に積極的 に奉仕する

という姿勢 は日本においても十分に対

応 し得 るものである。以下 は,｢チ ャー

チニューズ｣に 掲載 された記事 の抜粋

である。

集会所を美しく保つため

に教会員にできる事柄

教会堂の維持管理に関する新たなプ

ログラムが導入され ましたが,教 会員

は建物 を美 しく保 つために,以 下 にあ

げる17の 事柄 を行 なうとよいでしょう。

会員たちが これ らの事柄 を行 なうなら

ば,働 く管理人 は,貴 重 な時間を細か

い作業に費やすことな く,よ り大 きな

清掃業務 に費 やし,予 防に重 きを置 い

た維持管理 に主力 を注 ぐことがで きま

す。

1.集 会や活動の終了後,掃 除機を

か けた り,床 を掃いた りして部屋 を清

掃 し,台 所 などもきれいに片付け,ご

みを適切に処理す る。 日曜 日の集会後

は,あ まり大がか りな清掃 をする必要

はないが,会 員たちは日曜 日のスケジ

ュールの合間 に建物内をいつもきちん

と片付 け,必 要に応 じて トイレの紙 を

補充するな どしてお く。

2.月 曜 日か ら金曜 日までの管理人

の通常 の勤務時間外 に集会や活動を行

なう場合には,終 了後,日 曜 日の使用

に備えて きちん と片付 けてお く。

3.集 会所で集会や活動 を行 なった
かぎ

ら,終 了後,必 ず鍵 をか けてお く。

4.日 曜 日にも,使 用 したテーブル

やいすを片付 ける。

5.窓 や ドアが締 まっているか,夜

確認する。

6.バ プテスマフォン トを使用した

後は,水 を流 し,清 掃 してお く。
せいさん

7.聖 餐 台をきれいにしてお く。

8.音 響装置や ビデオ装置などを調

節 して安全 に保管 してお く。

9.照 明具,音 響装置,オ ルガ ンな

どの自動的に電源が切れ る仕組 みにな

っていない機器類 は,使 用後スイッチ

を切 ってお く。

10.集 会 所の使用 は,適 切な方法で

管理するように努 める。

11.教 会活動以外であっても,結 婚

披露宴などの承認 された目的で集会所

を使用す る場合は,後 片付け と清掃 を

きちん と行なう。

12.調 理用 レンジ,オ ーブン,冷 蔵

庫,食 器類な ど,台 所の中を清掃する。
せいとん

13.図 書室や書記室な どを整理整頓

してお く。

14.庭 や花壇の手入れをする。(こ れ

は基本的な造園設計や通常の管理人プ

ログラムの一部ではない)

15.建 物 の周囲の敷地 を清掃す る特

別プロジェク トに参加す る。

16.通 常 の管理人の勤務時間外 に集

会や活動を行な う場合 には,建 物の前

の歩道の雪か きをす る。

17.自 分 たちにで きる範囲で,簡 単

な修理 を行なう。
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ろうあ者大会開かる

福音の中にわれ ら何 を聞 くや。喜びの声 な り。
教 義 と聖 約128:19

田 弱

神殿 参 入

大会初 日,東 京神殿ではろうあ

者の参入者のためにエンダウメン

トの儀式に手話通訳がついた。

1ノ灘麟 　
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圏
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】

磁
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親 睦会

開会行事後開かれた親睦会では,

自己紹介とともに,各 地の名物,

特産物が紹介された。

タ レ ン ト シ ョ ー

タレントショーでは手話 による

劇,家 庭 の夕べ,コ ー ラスな どの

発表があった。 また,斎 藤 由貴姉

妹が参加 して,ろ うあ者だった祖

父母 との幼 いころの思い出などを

手話で話 した。家庭の夕べを披露

した家族は｢同 じろうあ者 から,

家 庭の夕べを開 くのはむずかしい

とい う話 をよく聞 くので,自 分の
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夢
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⊥

家庭で しているものを紹介 しまし

た。後で皆か ら感謝 された り,い

ろい ろな意見を聞 くことがで きて

うれ しかったです｣と 語った。

綴

写 真 説 明

左上 神殿 に参入す る大会参 加者

左中 宿､白希望 の参加者 に横浜 ワー ド部 での受付時 に,宿 泊先 となる会員の名前が告 け られた

左下 親睦 会で,地 元の名 物 を紹介す る北海道の兄 弟姉妹

中央上 タ レン トン ヨーを楽 しむ参加者

中央下 手 話 コー ラス

右上 手話に よる家庭 のタへ

右下 子供 の ころの思 い出 を語 る斎藤 由貴姉妹

講騰
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家族の証

親展｢お 父 さんへ｣

札幌伝道部専任宣教師
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簾禽

1990年7月2日

お父 さんへ。

いつ もお手紙あ りが とうござい ます。

きょうはなぜか,お 父 さんに手紙を書

きたいという気持ちがすご く強 く起 こ

ったので,こ のように手紙 を書いてい

ます。

お母 さんか らの手紙 によるとお父さ

んはこの前,神 殿 に入 ったそうですね。

久し振 りの神殿参入はどうで したか。

私も伝道に出る前,神 殿に入 りました。

まだまだ神殿の儀式を理解で きている

わけではあ りませ んが,何 か特別 に神

様の存在 を感 じさせて くれるような儀

式でした。お父 さんがその ように して

神殿 に入った り,イ ンスティテユー ト

の話などを手紙 に書いて くれた りする

のは,私 にとっては とて もうれ しい こ

とです。 また,お 父さんか らの手紙 を

読む ときに,私 の霊はうれ しくて躍 る

ような気持 ちがす るのです。そして本

響 ㍉

繋

､

苧撫ひ解

一一

r

～～

譲

轟

､～

一

…

顧

隠彰

阪

ド
数

濠

､､
､

剃

謡撫
醸

同僚のシアーズ長老と共に

当にいつ も感動 しています。伝道をす

るための,元 気の源 になっています。

お父 さんか らそのような手紙 をもら

うと,い つも以上に元気が出 るのはな

ぜか と考えていたのですが,最 近少 し

その理由がわかって きました。私が毎

日伝道 して人々に伝 えているメッセー

ジの中に,『 永遠の家族』と 『人生の 目

的』があります。もし自分が このメ ッセ

ージに対 して少 しも希望 を持てないと

したら,も はや伝道する ことはで きな

くなるで しょう。しか し,今 まで福音 に

ついて少 しずつ学んで きて,自 分がこ

のメッセージに対 してとても希望 を持

っていることに気がついたのです。そ

れでお父さんが書いて くれる手紙 を読

むと,大 きな喜びがわいて くるのです。

で もときどき私 はこの ように思い ま

す。いったい私はどれ くらいお父 さん

の ことを知っていて,ど れ くらいお父

さんについて理解 しているのだろうか,

と。たった4人 しかいない家族だけれ

ど,お 互いにどれ くらい理解 し合って

いるので しょうね。最近,少 しそのよ

うなことについて考 えました。お父さ

んはどうですか。私 はお父 さん も,お

母 さん も,お 姉ちゃんもとて も大好 き

です。永遠に暮 らせるな ら,こ れほ ど

うれしいことはありません。 もちろん

将来 自分 と結婚す る妻が,一 番大切 に

なるのでしょうけど。私がお父さんや

お母 さんのことを完全 に理解するため

には もっと人生 の経験が必要でしょう。

で もお父さんやお母さんが私やお姉ち

ゃんのことを理解するのはそれほどむ

ずかし くないと思 います。 そして子供

たちに幸福 になってほ しい と望んでい

ることで しょう。私に とっての幸福は,

妻 と共 に昇栄することです。お父さん

やお母 さん,お 姉 ちゃん,そ れにた く

さんの友達 と共に昇栄することです。

そのために,こ の約70年 間 という人生

をどのように,ま た何を優先 して行な

わな くてはいけないか考 えています。

お父さん,私 はこの人生をお互 いに

助 け合 って昇栄への道 を歩みたいので

す。私 の信仰が弱 くなったときには,

どうかお父 さん,私 を助 けて ください。

この世 で言っておかない と,お 互 いに

肉体のある今,確 かめ合 っておかない

と,き っ と後悔するだ ろうと思 って親

展で手紙 を書 きました。 これか らも頑

張 りましょう。 またお父さんの本心に

ついて聞けたら,も っとうれ しく思い

ます。聡。(いずみたに･さ とし1970

年生 まれ,町 田ステーキ部町田第2ワ

ー ド部出身)

聖徒の道/1990年12月 号
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マスメデ ィァで

紹介 された教会員
来る日も来る日も伝道活動を続ける

宣教師や伝道部長(札幌伝道部),ニ ュ
ースキャスターとしてテレビで活躍を

続ける矢部絹子姉妹(熊本地方部長嶺

支部),20年 間地道に献血を続けてい

る井手澄夫兄弟(熊本地方部佐世保支

部),下 半身不随 という障害を負いな
ち ほ

がらも明るく前向きに生きる野尻千穂

子姉妹(熊本地方部長嶺支部)が,そ れ

ぞれ今年の夏に新聞や雑誌に採り上げ

｢長崎新聞｣1990年B月16日 付

られ た。

札幌伝道部では,宣 教師の伝道活動

を紹介するチラシを配ってい る。その
ほつぽう

1枚 が｢北 方ジャーナル｣の 編集記者

の手 に渡 り,今 回の掲載に至った。｢取

材のきっかけになったチラシによる改

宗は今 も続いています｣と 土田準子姉

妹(伝 道部長夫人)は 話 している。

矢部姉妹 は｢記 者の方には教会で受

けている初等協会の責任な ど,い ろい

ろお話 ししたのですが,結 果 として は

ニュースキャスター としての生 き方 を

表明 し,最 近の自分を報告す ることに

な りました｣と,ま た自営業 を営む井

手兄弟 は｢新 聞を見たお客さんに感激

された り,お 得意 さんに 『いいことし

てるね』 と声 をかけ られ た りしまし

た｣と 語 っている。

野尻 姉妹 はこの記事 をきっか けに

次々 とテレビや雑誌 に採 り上げ られ,

多 くの人々の反響を呼び,信 仰 やモル

モ ン経 を紹介する機会 にもなっている。

｢伝 道 に役立てたら
,と 願 っていまし

たが,こ んなに反響があるとは思 って

もいませんで した。新聞やテレビな ど

に紹介 されて以来,各 地か らわざわざ

会いに来た り,電 話を くれた りする,

悩 みを抱えた人 が何人 もい ます。 また,

私 の記事で自分 も光 を見つけ,自 分の

母親 もバプテスマを受けた とい う障害

者の会員の方 もいました。今回た くさ

んの人 と知 り合いになったので,こ の

人たちを大切 にしてい きたい と思いま

す｣と 野尻姉妹 は語 ってい る。

｢朝 日新聞｣1990年7月10日 付

聖徒 の道/1990年12月 号

ZO
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･10月 に召された専任宣教師

137期 生1E人

後列左か ら1-6,中 列左か ら7-12,前 列左か ら14-18

〈名 前〉
あら がき もり つな

1.新 垣 盛 綱
み やけ さだ お

2.三 宅 定 雄
うら の まさ こ

3.浦 野 雅 子
かわ かみ まさ ご

4.河 上 正 子
よし もと り え

5.吉 本 利 恵
かわはら ゆ か こ

6.川 原由佳子
いけ だ たか ひろ

7.池 田 隆 浩
にし はら よし お

8.西 原 良 男
にしはら

9.西 原 キクノ
とこ なみ けい こ

10.床 次 恵 子
ながみね い な こ

11.長 嶺 伊奈子
ひ が とも こ

12.比 嘉 知 子

〈出身地〉

沖縄那覇S/普 天間W

東京東S/牛 久W

東京東S/小 岩W

東京北S/浦 和W

札幌S/旭 川第EW

札幌S/札 幌東W

名古屋$/名 東北W

広島S/五 日市W

広島S/五 日市W

東京西S/国 立W

沖縄那覇S/小 禄W

沖縄那覇S/浦 添B

〈伝道地〉

東京北伝道部

神戸伝道部

名古屋伝道部

仙台伝道部

大阪伝道部

福岡伝道部

岡山伝道部

大阪伝道部

大阪伝道部

名古屋伝道部

仙台伝道部

名古屋伝道部

Sス テーキ部,D地 方部,W:ワ ー ド部,B支 部

お詫び と訂正

■1990年9月 号 ローカル5ペ ージで紹

介 した大阪堺 ステーキ部泉南支部の電

話番号は,0724-71-9763で はな く,

0724-71-9363の 誤 りでした。お詫び

して訂正いたします。

■1990年7月 号127ペ ー ジで紹介 した

平吹勝長老の伝道地は,東 京伝道部で

はな く,東 京南伝道部で した。お詫び

して訂正いたします。

聖徒 の道/1990年12月 号

iz

一
新役員の任命
1990年9月21日 か ら1990年10月24日

まで に管理本部会員統計記録課 に通知

のあった役員の異動(敬 称略)

●郡山地方部いわき支部

新支部長:神 尾茂

(前任者:尾 久幸男)

●郡山地方部会津若松支部

新支部長:皆 川秀夫

(前任者:小 池隆)

●広島ステーキ部岩国支部

新支部長:藤 川正信

(前任者:大 畑浩一)

●岡山ステーキ部福山支部
てつ り

新支部長:中 野哲理

(前任者:水 田正)

名称変更
★名古屋ステーキ部野並支部

(名古屋南支部から名称変更)

支部長:塚 原俊英

★大阪堺ステーキ部泉南支部

(泉佐野支部から名称変更)

支部長:中 村和彦

一

皆さんの原稿を
募集しています
レローカルページでは皆 さんの原稿 を

募集 しています。改宗談 や日々の生活

で得た証(仕 事 にかかわる証 など),本

誌 を読 まれての感想文な どをお送 りく

ださい。

レ1991年3月 号掲載分 の締切 は12月25

日で す。なお,投 稿の際,必 ず連絡先

(電話番号)と 教会での責任(役 職名),

生 年 月日を記入 して ください。お送 り

いただいた原稿は一部手直 しさせてい

ただくことが あります。また,掲 載 され

るまでには若干時間がかか る場合 もあ

りますのであらか じめ ご了承 ください。

レ あて先:〒106東 京 都 港 区南麻 布

51030末 日聖徒イエス･キ リス ト

教会｢聖 徒の道｣編 集室

XO3(444)5264




	表紙
	大管長会ｸﾘｽﾏｽﾒｯｾｰｼﾞ
	もくじ
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　イエス・キリストー救い主、贖い主　ｴｽﾞﾗ･ﾀﾌﾄ･ﾍﾞﾝｿﾝ
	ﾓﾙﾓﾝﾒｯｾｰｼﾞ
	クリスマスの思い出
	ぬいぐるみの救急隊員
	私の兄弟
	きてみなさい　ﾏｰﾋﾞﾝ・J・ｱｼｭﾄﾝ
	家庭訪問ﾒｯｾｰｼﾞ　聖典の学習を通して主を覚える
	手話の歌
	霧の中の声
	ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの聖徒たち
	聖なる森
	新年の決意を忘れないために
	思いがけない星
	ローカルページ



